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会員拡大は喫緊の課題！会員拡大は喫緊の課題！

親睦行事を充実させよう！親睦行事を充実させよう！

社会的課題に参加しよう！社会的課題に参加しよう！

新事務局長に纐纈朗さん

第 18回定期総会第 18回定期総会

党
は
地
方
選
で
敗
北
を
し
て
い
る
。

統
一
地
方
選
挙
で
は
、
東
京
清
掃
と

共
に
区
議
選
を
闘
い
、
高
市
政
権
を

地
方
か
ら
追
い
込
も
う
。
貧
困
化
が

進
み
生
活
が
厳
し
い
状
況
だ
。
高
齢

者
や
弱
者
の
切
捨
て
を
許
さ
ず
、
労

働
者
、
市
民
の
運
動
と
連
携
し
て
取

組
み
を
強
化
し
よ
う
。
退
職
者
会
の

組
織
状
況
も
厳
し
く
、
今
年
の
加
入

者
は
ゼ
ロ
。
加
入
促
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
、
訴
え
ま
し
た
。

　
単
一
労
働
組
合
と
し
て
奮
闘
！

　
活
動
の
原
点
は
職
場
に
あ
り
！

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
渡
辺
一
彦
東

京
清
掃
副
委
員
長
は
、「
退
職
者
会

の
奮
闘
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
箱
根

路
開
雲
で
第
50
回
組
織
集
会
を
開

催
し
た
。
区
移
管
時
の
単
一
労
組
選

択
経
過
な
ど
を
学
び
、
自
ら
の
問
題

を
自
ら
が
解
決
す
る
と
い
う
主
体
的

な
運
動
と
、
日
常
的
な
世
話
焼
き
活

動
が
重
要
で
あ
り
、
組
合
活
動
の
原

点
は
職
場
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。
100
人
の
新
規
採
用
が
あ
り
、
青

年
部
員
も
300
人
を
超
え
た
。し
か
し
、

退
職
者
数
を
新
規
採
用
で
補
う
こ
と

　

第
18
回
定
期
総
会
を
、
６
月
12
日

に
清
掃
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
会

員
の
参
加
は
24
名
、
委
任
状
43
名
。

　

坂
本
浩
明
幹
事
の
司
会
で
開
会
、

昨
年
の
総
会
以
降
亡
く
な
っ
た
第
６

代
会
長
丹
野
富
士
男
さ
ん
、
第
５
代

会
長
庄
司
隆
男
さ
ん
、
練
馬
支
部
橋

本
元
次
郎
さ
ん
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
総
会
議
長
に
吉
田

小石川後楽園蓮池小石川後楽園蓮池

雅
明
さ
ん
を
選
出
。議
長
挨
拶
で「
国

家
情
報
局
法
が
成
立
、
高
市
は
改
憲

を
進
め
よ
う
し
て
い
る
。
こ
の
国
が

戦
争
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
退
職

者
会
も
平
和
の
問
題
に
深
く
か
か
わ

る
こ
と
が
必
要
」
と
、
反
戦
平
和
の

取
組
み
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
高
市
政
権
の
横
暴
を
許
さ
ず

　
労
働
者
・
市
民
の
連
携
強
化
を
！

司会を担当した司会を担当した
坂本浩明幹事坂本浩明幹事

吉田雅明総会議長吉田雅明総会議長

岡澤徹会長岡澤徹会長
　

岡
澤
徹
会
長
は

「
高
市
首
相
の
高

支
持
率
を
マ
ス
コ

ミ
が
総
動
員
で
宣

伝
し
た
が
、
自
民

東京清掃労働組合東京清掃労働組合
渡辺一彦副委員長渡辺一彦副委員長

が
課
題
だ
。
中

間
層
が
少
な
く

い
び
つ
な
年
齢

構
成
に
な
り
、

▼
２
面
へ
続
く
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様
々
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
他
に

も
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
引

き
続
き
、
叱
咤
激
励
を
お
願
い
し
た

い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　
自
治
退
都
本
部
、
都
庁
退
連
合

　（
株
）
セ
レ
モ
ア
が
来
賓
挨
拶

本
法
違
反
だ
と
か
偏
向
教
育
な
ど
と

言
っ
て
い
る
。
嘘
や
デ
マ
に
ひ
る
ま

ず
、
負
け
ず
に
、
今
後
と
も
一
緒
に

活
動
を
進
め
た
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
セ
レ
モ
ア
石
田
課
長

は
、「
何
か
の
時
に
安
心
し
て
相
談

③
人
権
を
守
り

差
別
に
反
対
す

る
④
環
境
を
守

る
⑤
社
会
保
障

を
守
る
⑥
政
治

が
重
要
」、
続
い
て
、
古
川
孝
彦
さ

ん
は
、「
昨
年
も
言
っ
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
や
プ
ー
チ
ン
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は

未
だ
に
や
り
た
い
放
題
だ
。
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
警
備
を
口
実
に
、
世
界
の

国
々
を
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る
。

反
戦
平
和
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
だ
。
高
市
の
反
動
攻
撃
を
許
さ
な

い
闘
い
を
退
職
者
会
の
皆
さ
ん
と
進

め
た
い
」
と
。
意
見
な
の
で
答
弁
な

し
と
し
て
、
拍
手
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
役
員
を
承
認

　
事
務
局
長
に
纐
纈
朗
さ
ん
選
出

　

戸
枝
章
事
務
局
長
が
、
役
員
の
選

出
経
過
を
報
告
し
、
役
員
承
認
案
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

家
庭
の
事
情
に
よ
り
戸
枝
章
事
務

局
長
、
身
体
上
の
関
係
で
岩
渕
勝
美

幹
事
が
退
任
。
新
事
務
局
長
に
纐
纈

朗
さ
ん
が
就
任
し
、
戸
枝
章
さ
ん
は

事
務
局
次
長
と
会
計
を
兼
任
し
て
サ

ポ
ー
ト
に
ま
わ
り
ま
す
。
会
長
、
副

会
長
１
名（
欠
員
１
名
）、幹
事
４
名
、

会
計
監
査
２
名
の
留
任
と
い
う
人
事

案
を
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

（
新
年
度
役
員
は
最
後
段
に
掲
載
）

　

纐
纈
朗
新
事
務
局
長
は
、「
退
職

自治退都本部自治退都本部
山岸晧会長山岸晧会長

都庁退連合　　都庁退連合　　
中井陽子副会長中井陽子副会長

経過と会計報告経過と会計報告
戸枝章事務局長戸枝章事務局長小林守会計監査小林守会計監査

活動方針案提案活動方針案提案
纐纈朗副会長纐纈朗副会長

土屋啓さん土屋啓さん

㈱セレモア㈱セレモア
石田課長石田課長

矢萩和利さん矢萩和利さん

古川孝彦さん古川孝彦さん

　

山
岸
晧
全
日
本
自
治
体
退
職
者

会
東
京
都
本
部
会
長
は
、「
清
掃
の

皆
さ
ん
と
は
地
域
で
一
緒
に
活
動
し

た
。
岡
沢
会
長
と
も
古
い
付
き
合
い

で
、
身
近
に
感
じ
る
。
清
掃
の
機
関

紙
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
の
記
事

を
読
む
の
が
楽
し
み
。
労
働
組
合
も

退
職
者
会
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
信
頼
と
連
帯
を
生
み
、
今
日
の
分

断
状
況
に
対
抗
で
き
る
。都
本
部
は
、

事
務
局
長
が
急
逝
さ
れ
体
制
の
立
て

直
し
中
だ
が
、
各
部
会
、
各
単
会
の

発
展
に
向
け
て
頑
張
る
」
と
。

　

中
井
陽
子
東
京
都
庁
職
員
退
職

者
連
合
会
副
会
長
は
、「
昨
日
、
学

習
会
が
あ
り
、
高
市
政
権
の
嘘
や
デ

マ
に
騙
さ
れ
ず
、
奮
起
し
な
け
れ
ば

と
強
く
思
っ
た
。
沖
縄
辺
野
古
の
転

覆
事
故
で
女
子
学
生
が
亡
く
な
っ
た

が
、
悲
し
み
に
つ
け
こ
み
、
教
育
基

で
き
る
存
在
で
あ

る
よ
う
、
誠
心
誠

意
努
め
た
い
」と
、

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
報
告
と
議
案
を
拍
手
で
承
認

　
退
職
会
強
化
へ
意
思
統
一

　

戸
枝
章
事
務
局
長
か
ら
、
25
年
度

経
過
報
告
と
25
年
度
会
計
決
算
報

告
、
小
林
守
会
計
監
査
が
25
年
度
会

計
監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
屋
啓
さ

ん
か
ら
越
谷

市
議
土
屋
ら

い
む
さ
ん
支

援
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

他
に
質
問
意

見
は
な
く
、

拍
手
で
承
認

し
ま
し
た
。

　

議
案
は
３
本
。
纐
纈
朗
副
会
長
が

第
１
号
議
案
『
26
年
度
活
動
方
針

案
』
提
案
。
取
り
巻
く
状
況
と
課
題

と
し
て
「
①
国
際
社
会
の
安
定
を
守

る
②
平
和
を
求
め
戦
争
に
反
対
す
る

を
変
え
る
⑦
組
織
を
拡
大
す
る
」
取

り
組
み
を
行
う
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
『
費
用
弁
償
支
給
基

準
案
』を
戸
枝
章
事
務
局
長
が
提
案
。

昨
年
の
総
会
で
確
認
し
た
「
会
計
事

務
簡
素
化
の
た
め
の
、
実
費
主
義
の

旅
費
か
ら
５
段
階
定
額
制
の
行
動
費

移
行
」
に
つ
い
て
、
１
年
間
の
試
行

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
成
案
で
す
。

　

第
３
号
議
案
『
26
年
度
会
計
予
算

案
』
も
戸
枝
章
事
務
局
長
兼
会
計
が

提
案
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
質
疑
で
２
名
の
方
か
ら
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
矢
萩
和
利
さ

ん
か
ら
は
、「
世
界
で
は
戦
争
が
続

い
て
い
る
。
反
戦
の
国
際
連
帯
が
必

要
だ
。
高
市
政
権
の
軍
拡
路
線
を
阻

止
し
、
社
会
保
障
な
ど
の
取
り
組
み

を
強
化
。
選
挙
の
取
り
組
み
は
、
野

党
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
政
党
へ
意
見

反
映
す
る
た
め
に
自
治
労
組
織
内
候

補
を
応
援
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

者
会
再
立
上
げ
の
時
に
、

組
織
部
長
と
し
て
対
応

し
た
縁
も
あ
り
ま
し
て
、

▼
３
面
へ
続
く
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７
月
17
日
に
開
催
す
る
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
交
流
会
」
の
参
加
応
募
は
、
ま

だ
充
分
間
に
合
い
ま
す
。

　

一
応
、
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
「
予
選
会
」
も
兼
ね
て
い
ま
す

が
、
昨
年
、
初
心
者
の
方
も
参
加
し

た
よ
う
に
、
純
粋
に
ゲ
ー
ム
と
ゲ
ー

ム
後
の
交
流
会
を
楽
し
む
こ
と
が
目

的
で
す
。
是
非
、
ご
家
族
、
友
人
を

お
誘
い
し
、
参
加
く
だ
さ
い
。〈
と
〉

ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

東
京
ド
ー
ム
で
開
催

７・17
　

９
月
の
学
習
会
は
、
岸
ま
き
こ
参

議
院
議
員
に
よ
る
「
国
会
報
告
」
に

し
た
い
と
考
え
、
東
京
清
掃
を
通
じ

て
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

が
考
え
た
日
程
で
は
、
実
現
可
能
性

は
か
な
り
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
程
調
整
し
あ
く
ま
で

も
岸
ま
き
こ
議
員
の
講
演
会
を
追
求

す
る
か
、
別
の
テ
ー
マ
（
講
師
）
と

す
る
か
を
、
７
月
の
幹
事
会
で
検
討

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

学
習
会
の
９
月
開
催
は
白
紙
で
す
。

　

秋
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
は
、
都
営

地
下
鉄
木
場
車
両
検
修
場
見
学
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
第
一
候
補
で
す
。

ち
ょ
っ
と
意
外
な
組
み
合
わ
せ
が
面

白
い
か
と
。
博
物
館
見
学
会
は
、
新

装
な
っ
た
江
戸
東
京
博
物
館
常
設

展
見
学
と
「
ち
ゃ
ん
こ
」
で
す
。

秋
の
行
事

学
習
会
の
テ
ー
マ
は
再
検
討
？

秋
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
は

都
営
地
下
鉄
施
設
見
学
を
予
定

学
習
交
流
会
、
日
帰
ツ
ア
ー
と
博
物
館

見
学
会
を
９
月
・
10
月
・
11
月
に
実
施

　

学
習
会
も
合

わ
せ
た
日
程
は
、

７
月
の
幹
事
会
で

決
め
ま
す
。〈
と
〉

○
日　
時　
７
月
17
日
（
金
）

○
集　
合　
13
時
30
分

　
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル
（
水
道
橋
駅

　
西
口
下
車
︑
黄
色
い
ビ
ル
）

　
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

○
大
雑
把
な
行
程

　
２
ゲ
ー
ム
を
予
定（
１
時
間
半
位
）

　
ゲ
ー
ム
後
︑
水
道
橋
で
交
流
会

○
会　
費　
３
０
０
０
円

　
※
貸
靴
代
は
会
費
に
含
む

江戸東京博江戸東京博

退
職
者
会
に
入
り
ま
し
た
。
３
年
目

で
事
務
局
長
の
任
に
着
き
ま
し
た
。

頼
り
な
い
事
務
局
長
で
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
、

決
意
を
表
明
。
新
事
務
局
長
を
応
援

す
る
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
吉
田
雅
明
総

会
議
長
が
読
み
上
げ
、
確
認
。
議
事

は
終
了
し
議
長
が
退
任
。
最
後
に
岡

澤
徹
会
長
音
頭
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
、
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
盛
大
に
懇
親
会
開
催
！

　
少
し
飲
む
量
が
減
っ
た
か
な
？

　

引
き
続
き
、
お
楽
し
み
の
懇
親
会

を
今
年
も
清
掃
会
館
で
開
催
。
会
員

◆
26
年
度
役
員
◆

○
会　
　
長　
岡
澤　
　
徹

○
副
会
長　
佐
藤　
晋
一

○
事
務
局
長　
纐
纈　
　
朗

○
事
務
局
次
長
兼
会
計

　
　
　
　
　
　
戸
枝　
　
章

○
幹　
　
事　
山
岸　
治
美

○
幹　
　
事　
押
田　
五
郎

○
幹　
　
事　
箱
田　
修
一

○
幹　
　
事　
坂
本　
浩
明

○
会
計
監
査　
穂
戸
田　
功

○
会
計
監
査　
小
林　
　
守

○
顧　
　
問　
北
條　
信
治

「カンパ～イ」、みんな嬉しそうですね「カンパ～イ」、みんな嬉しそうですね

20
名
、
来
賓
３
名
、
東

京
清
掃
常
駐
部
３
名
の

26
名
が
参
加
。
纐
纈
朗

新
事
務
局
長
が
司
会
進

行
、
柳
章
元
副
会
長
の

音
頭
で
乾
杯
。
飲
む
量

は
少
し
減
っ
た
感
じ
で

す
が
、
昔
話
に
花
が
咲

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
最
後
は
、
岡

澤
徹
会
長
の
音
頭
で

元
気
に
「
一
本
締
め
」。

す
べ
て
の
予
定
を
終
了

し
ま
し
た
。〈
記
事
・
纐

纈
、
写
真
・
戸
枝
＆
岸
野
〉
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自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部

学
習
会
が
６
月
５
日
、
清
掃
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
い
の
ち
を
紡

ぎ
平
和
を
つ
な
ぐ
、
軍
拡
、
改
憲
の

波
に
抗
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講

師
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環

境
共
同
代
表
、
染
裕
之
さ
ん
で
す
。

　

冒
頭
、都
本
部
の
山
岸
皓
会
長
は
、

当
日
の
０
時
過
ぎ
に
逝
去
さ
れ
た
近

田
太
郎
都
本
部
事
務
局
長
を
悼
み
、

黙
祷
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
本
来
、

近
田
さ
ん
が
座
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ

た
席
に
、
生
花
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
山
岸

会
長
は「
染
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
き
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
結
集
す
る
私
た

ち
が
今
後
の
方
向
を
見
出
し
、
都
本

部
方
針
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」と
、

学
習
会
の
意
義
を
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
理
事
長

の
木
下
究
さ
ん
か
ら
活
動
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
自
治
労
は
創
立
40
周

年
事
業
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を

を
創
設
。
労
働
者
市
民
の
視
点
で
、

国
境
を
越
え
た
交
流
支
援
を
通
じ
た

連
帯
を
強
化
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

衛
権
を
使
え
る
よ
う
に
転
換
し
、
専

守
防
衛
か
ら
大
き
な
変
更
が
加
え
ら

れ
、
防
衛
費
は
５
年
で
1.6
倍
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
こ
の
金
額
の
ほ
ん
の
一

部
で
、
教
育
や
給
食
を
無
償
化
で
き

る
。
辺
野
古
新
基
地
は
い
つ
出
来
る

か
わ
か
ら
な
い
。
出
来
て
も
滑
走
路

が
短
く
、
中
国
に
向
か
う
方
角
に
山

が
あ
り
使
い
に
く
い
、
普
天
間
の
方

が
い
い
と
い
う
の
が
、
米
軍
関
係
者

の
本
音
。
こ
う
い
う
も
の
に
大
金
が

注
が
れ
て
い
る
。
中
国
は
台
湾
が
不

可
分
の
領
土
だ
と
表
明
し
、
日
本
は

そ
れ
を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
が
国

交
正
常
化
時
の
共
同
声
明
だ
。
中
国

と
揉
め
て
、
何
の
得
に
な
る
の
か
。

　
「
種
子
島
に
自
衛
隊
が
入
り
困
っ

て
い
る
と
い
う
声
を
聞
く
、
現
実
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
自
治
労
は

『
中
道
』
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
沖
縄
米

軍
基
地
の
縮
小
統
廃
合
は
で
き
な
い

の
か
。」
の
質
問
に
、
講
師
は
「
基

地
の
問
題
が
基
地
の
な
い
地
域
に
共

有
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
労
は
今
後

総
括
を
行
う
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見

も
あ
る
と
思
う
。
沖
縄
問
題
の
解

決
は
、
世
論
盛
り
上
げ
に
尽
き
る
。」

と
応
え
ま
し
た
。〈
記
事
・
岡
澤
徹
〉

い
の
ち
を
紡
ぎ
平
和
を
つ
な
ぐ

軍
拡
、
改
憲
の
波
に
抗
う

自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部
学
習
会

対
象
に
図
書
館
等
設
置

や
幼
稚
園
教
諭
育
成
を

行
う
『
ア
ジ
ア
子
供
の

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
取

り
組
み
、
こ
の
事
業
を
引

継
ぎ『
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
』

学
習
会
で
は
異
例
の
黙
祷

講師の染裕之さん講師の染裕之さん
（写真はヘイトにNO! 集会）（写真はヘイトにNO! 集会）

報
道
な
ど
の
影
響
　
　

自
衛
隊
を
め
ぐ
っ
て
　
　

質
問
に
応
え
て
　
　
　

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
の
紹
介

小
選
挙
区
制
は
壊
れ
た
鏡

学
習
会
講
演

学
習
会
講
演
（
染
裕
之
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
）

（
染
裕
之
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
）

　

昨
年
暮
れ
の
世
論
調
査
で
は
立
民

の
支
持
率
が
伸
び
ず
、
こ
の
ま
ま
選

挙
に
突
入
す
れ
ば
半
減
。
公
明
は
政

権
離
脱
後
、
ど
う
展
望
を
開
く
か
。

ど
ち
ら
も
あ
る
種
の
挑
戦
が
求
め
ら

れ
る
局
面
、
そ
の
挑
戦
が
裏
目
に
出

た
。
比
例
も
減
っ
て
い
る
が
、
と
り

わ
け
選
挙
区
で
惨
敗
し
た
。

　

自
民
の
選
挙
区
の
得
票
率
は
27
％

で
、
86
％
の
議
席
を
獲
得
。
小
選

挙
区
制
は
民
意
を
正
し
く
写
さ
な
い

「
壊
れ
た
鏡
」
と
い
わ
れ
る
。

　

朝
日
新
聞
が
中
盤
情
勢
調
査
と
し

て
「
自
民
・
維
新
300
超
、
中
道
振
る

わ
ず
」
と
報
道
。
国
に
よ
っ
て
は
投

票
に
影
響
す
る
と
、
選
挙
期
間
中
の

情
勢
報
道
を
禁
止
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
選
挙
誘
導
も
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
規
制
が
、
不
正
の
抑

止
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

若
い
人
か
ら
、
自
衛
隊
は
軍
隊

じ
ゃ
な
い
の
か
、
憲
法
に
書
い
て
も

問
題
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
聞
か
れ

る
。
朝
鮮
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
が
日
本

に
再
軍
備
を
求
め
、
警
察
予
備
隊

が
発
足
。
警
察
で
は
間
に
合
わ
な
い

場
合
の
実
力
部
隊
で
戦
力
で
は
な

い
と
説
明
す
る
が
、
若
い
人
に
は
こ

の
あ
た
り
か
ら
話
さ
な
い
と
ピ
ン
と

こ
な
い
。
そ
の
後
、
防
衛
に
限
る
戦

力
は
合
憲
と
い
う
理
屈
が
唱
え
ら
れ

た
。
最
近
は
解
釈
改
憲
で
集
団
的
自
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再
審
法
改
正
案
は
、
５
年
ご
と
の

制
度
見
直
し
検
討
対
象
に
「
証
拠
の

目
的
外
使
用
禁
止
」
規
定
等
を
付
則

で
明
記
す
る
修
正
を
行
い
、
６
月
16

日
、
自
・
維
、
参
政
の
賛
成
で
衆
院

を
通
過
、参
院
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
案
の
問
題
点
は
、次
の
通
り
。

(1)
証
拠
開
示
の
限
定
化

　

検
察
官
手
持
ち
証
拠
の
開
示

ル
ー
ル
は
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、「
再

審
請
求
に
関
連
す
る
と
認
め
ら
れ
る

証
拠
」
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
開

示
範
囲
が
狭
ま
る
危
険
性
大
で
す
。

(2)
開
示
証
拠
の
目
的
外
使
用
禁
止

　

証
拠
開
示
規
定
に
「
目
的
外
使
用

禁
止
」
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
開
示
さ
れ
た
証
拠
を
公
表
し

様
々
な
知
恵
を
結
集
し
て
再
審
無
罪

に
つ
な
げ
て
き
た
こ
と
（
袴
田
事
件

が
典
型
例
）が
不
可
能
に
な
り
ま
す
。

(3)
検
察
官
抗
告
に
実
質
制
約
な
し

　

自
民
党
部
会
で
も
大
も
め
し
た

「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
の

不
服
申
立（
抗
告
）」は
、「
原
則
禁
止
」

と
し
た
も
の
の
、
例
外
規
定
が
あ
る

上
に
、「
規
定
は
検
察
の
順
守
規
範
」

と
、「
抜
け
道
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
検
察
に
よ
る
再
審
引
伸

し
の
抗
告
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

政
府
案
は
、
む
し
ろ
改
悪
と
い
え

る
ひ
ど
い
内
容
で
す
。

　

冤
罪
被
害
者
や
弁
護
士
会
等
は
、

①
全
面
的
証
拠
開
示
、
②
証
拠
の
目

的
外
使
用
禁
止
規
定
削
除
、
③
検
察

官
抗
告
の
全
面
的
禁
止
を
求
め
て
い

ま
す
。
野
党
が
共
同
提
案
し
て
い
る

超
党
派
議
連
案
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ

て
含
ん
で
い
ま
す
。
参
院
の
議
論
で

議
連
案
に
近
づ
か
せ
る
よ
う
、
世
論

を
喚
起
す
る
取
組
み
が
必
要
で
す
。

再
審
法
改
正
へ
政
府
案
で
は

え
ん
罪
は
無
く
な
ら
な
い

政
府
案
の
問
題
点
は
何
か

参
院
で
全
面
修
正
実
現
を

　
「
少
子
高
齢
化
の
中
で
医
療
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
維
持
の
た
め
、

現
役
世
代
の
負
担
上
昇
を
抑
制
し
、

応
能
負
担
に
よ
る
給
付
と
負
担
の
見

直
し
を
図
る
」
と
し
て
、５
月
29
日
、

健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(1)
Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
の
給
付
見
直
し

　

市
販
薬
で
代
替
可
能
医
薬
品
薬

剤
費
の
25
％
を
保
険
外
。
27
年
３
月

実
施
。子
ど
も
、が
ん
患
者
等
対
象
外
。

(2)
高
額
療
養
費
の
年
間
上
限
新
設

　

年
間
の
自
己
負
担
上
限
額
新
設
。

高
額
療
養
費
制
度
見
直
し
と
合
わ

せ
て
26
年
８
月
か
ら
２
段
階
実
施
。

(3)
後
期
高
齢
者
の
負
担
見
直
し

　

株
式
配
当
等
「
金
融
所
得
」
を
、

保
険
料
・
窓
口
負
担
割
合
算
定
に
反

映
す
る
仕
組
み
。28
年
度
実
施
目
標
。

(4)
出
産
支
援
の
強
化

　

標
準
的
出
産
費
用
自
己
負
担
の

無
償
化
な
ど
。
26
年
度
中
実
施
。

　

制
度
改
正
の
う
ち
、
出
産
支
援
強

化
を
除
く
項
目
す
べ
て
改
悪
で
す
。

　

市
販
薬
で
代
用
で
き
る
湿
布
や
点

眼
薬
、
解
熱
鎮
痛
剤
等
薬
剤
費
の

25
％
を
別
途
支
払
う

制
度
に
対
し
、
医
師

会
等
は
、
患
者
の
窓

口
負
担
増
加
だ
け
で

医
療
保
険
制
度
改
悪
を
押
し
戻
そ
う

医
療
保
険
制
度
改
悪
を
押
し
戻
そ
う

な
く
、
特
別
料
金
対
象
成
分
を
避
け

た
処
方
や
、
特
定
薬
剤
へ
の
需
要
集

中
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
医
療
機
関
や

薬
局
の
業
務
負
担
増
、
医
師
の
診
察

を
介
さ
ず
市
販
薬
に
頼
る
こ
と
で
自

己
判
断
に
よ
る
誤
っ
た
使
用
や
、
深

刻
な
病
気
の
発
見
遅
れ
に
つ
な
が
る

リ
ス
ク
を
、
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
年
間
上
限
新
設
は
、

良
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
高
額
療

養
費
見
直
し
と
セ
ッ
ト
で
す
。
夫
婦

２
人
の
標
準
的
年
金
年
額
約
285
万
円

の
ケ
ー
ス
で
は
、
高
額
療
養
費
は
月

額
約
５
万
８
千
円
が
約
７
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
家
計
の
圧
迫
は

火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
す
。

　
「
金
融
所
得
」
の
負
担
割
合
反
映

は
、
金
融
機
関
や
内
閣
内
か
ら
公
平

公
正
な
制
度
設
計
は
困
難
で
は
な
い

か
と
、
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
制
度
改
悪
を
押
し
戻
せ
る
か

は
、
世
論
喚
起
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ＯＯ
ТТ
Ｃ
類
似
薬
見
直
し
は
大
問
題

Ｃ
類
似
薬
見
直
し
は
大
問
題

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
、
後

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
、
後

期
高
齢
者
負
担
見
直
し
も
大
問
題

期
高
齢
者
負
担
見
直
し
も
大
問
題

今
回
の
制
度
改
正
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
制
度
改
正
ポ
イ
ン
ト
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６
月
13
日
、
東
京
全
労
協
な
ど
が

主
催
す
る
米
軍
横
田
基
地
反
対
集

会
・
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
生
公
園
で
開
か
れ
た
集
会
で

は
、『
横
田
・
基
地
被
害
を
な
く
す
会
』

や
『
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
』、
練
馬
・
岩
国
・
立
川

の
反
戦
団
体
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
「
全
国
で
オ
ス
プ
レ
イ

の
緊
急
着
陸
が
頻
繁
に
起
き
て
い

る
。
多
摩
地
区

で
は
飛
行
体
か

ら
の
落
下
物
が

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
！
基
地
撤
去
！
　
　
　

６
・
13
米
軍
横
田
基
地
反
対
集
会
と
デ
モ

発
生
し
て
い
る
が
、
起
き
た
こ
と
が

公
表
さ
れ
な
い
」「
沖
縄
の
辺
野
古

沖
沈
没
事
故
は
、『
危
険
な
航
行
』

だ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
ご

く
稀
な
気
圧
低
下
が
原
因
で
あ
っ

て
、
危
険
を
承
知
で
航
行
を
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
こ
の
事
故
を
口
実
に

広
島
、
長
崎
も
含
め
た
反
戦
教
育
を

潰
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
」「
沖

縄
や
奄
美
で
は
住
民
の
移
動
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
13
万
人
を
１
週
間
で

運
べ
る
の
か
、
行
っ
た
先
の
生
活
基

盤
や
残
さ
れ
る
家
畜
を
ど
う
す
る
の

か
な
ど
、
肝
心
な
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
戦
争
に
な
っ
た
ら

沖
縄
の
人
は
死
ね
と
い
う
も
の
だ
」

な
ど
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
横
田
基
地
前
を
デ
モ
行

進
。「
米
軍
横
田
基
地
撤
去
」「
オ
ス

プ
レ
イ
反
対
」「
戦
争
反
対
」「
軍
事

力
増
強
反
対
」「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
攻
撃
を
や
め
ろ
」

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
手

を
振
る
人
が
い
る
一
方
、「
迷
惑
だ
」

と
批
難
す
る
声
も
あ
り
、
基
地
の
街

の
複
雑
さ
を
感
じ
ま
し
た
。〈
と
〉

　

闘
う
争
議
団
の
共
闘
と
連
帯
の
一

日
行
動
『
東
京
総
行
動
』
が
７
月
３

日
に
取
り
組
ま
れ
、
退
職
者
会
は
、

ト
ヨ
タ
と
日
の
丸
自
動
車
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

抗
議
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
会
社

で
、
労
組
を
忌
避
し
237
名
を
不
当
解

雇
。
６
度
も
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
を
無
視

し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ

労
組
の
求
め
に
応
じ
『
国
連
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
』
を

受
け
入
れ
、早
期
解
決
す
べ
き
で
す
。

ト
ヨ
タ
は
国
際
基
準
に
従
う
義
務
が

あ
り
ま
す
。
恥
を
知
れ
ト
ヨ
タ
。

　

今
回
の
総
行
動
に
新
た
な
争
議
が

加
わ
り
ま
し
た
。
日
の
丸
自
動
車
は

就
業
規
則
の
懲
戒
手
続
き
を
踏
ま
な

い
処
分
を
し
、
乗
務
停
止
を
繰
り
返

し
た
末
に
、
不
当
解
雇
を
強
行
し
ま

し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
重
視

さ
れ
る
現
代
で
は
あ
り
え
な
い
暴
挙

で
す
。
当
該
の
鈴
木
さ
ん
を
支
え
る

取
組
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
組
潰
し
を
狙
っ
た
265
名
の
不
当

解
雇
が
強
行
さ
れ
て
か
ら
16
年
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
は
「
不
当
労
働
行
為
性
を
認
め

た
都
労
委
命
令
」
を
守
ろ
う
と
し

ま
せ
ん
。
労
組
は
世
論
を
背
景
に
争

７・３
東
京
総
行
動

トヨタ東京本社前でシュプレヒコールトヨタ東京本社前でシュプレヒコール

支援を訴える JAL被解雇者労働組合支援を訴える JAL被解雇者労働組合

ト
ヨ
タ
は

ト
ヨ
タ
は
人
権
基
準
に
従
え

人
権
基
準
に
従
え

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
争
議
を
解
決
し
ろ

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
争
議
を
解
決
し
ろ日の丸自動車と日の丸自動車と

闘う鈴木さん闘う鈴木さん

議
解
決
を
は
か
る
べ

く
100
万
人
署
名
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
被
解
雇
者
が
納

得
で
き
る
解
決
へ
、

支
援
し
よ
う
。〈
と
〉

日
の
丸
自
動
車
は

日
の
丸
自
動
車
は

解
雇
を
撤
回
し
ろ

解
雇
を
撤
回
し
ろ

軍
拡
路
線
の
無
責
任
さ
を
批
判

軍
拡
路
線
の
無
責
任
さ
を
批
判

基
地
の
街
の
複
雑
さ
を
感
じ
る

基
地
の
街
の
複
雑
さ
を
感
じ
る
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す
っ
か
り
恒
例
に
な
っ
て
き
た
国

会
正
門
前
ペ
ン
ラ
イ
ト
行
動
。
６
月

の
19
日
行
動
は
２
万
６
千
人
結
集
、

た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
手
作
り
プ

ラ
カ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
由
な
空
間
と
い
う
べ
き
、
新
し

い
市
民
運
動
の
文
化
が
芽
生
え
た
か

の
よ
う
な
会
場
に
、
全
く
相
応
し
く

な
い
事
態
が
起
き
ま
し
た
。
開
会
前

か
ら
右
翼
ヘ
イ
ト
集
団
が
会
場
に
陣

取
り
、
旭
日
旗
を
掲
げ
て
「
罵
声
」

を
あ
び
せ
て
い
ま
し
た
。
普
段
、
私

た
ち
の
行
動
に
何
か
と
難
癖
を
つ
け

て
規
制
を
繰
り
返
す
警
察
は
「
右
翼

に
も
証
言
の
自
由
が
あ
る
」
と
取
り

締
ま
ら
ず
、
放
置
し
続
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、参
加
者
は
「
カ
エ
レ
」

コ
ー
ル
で
反
撃
し
ま
し
た
。

　

右
翼
の
登
場
で
騒
然
と
し
た
雰
囲

気
で
始
ま
っ
た
集
会
で
、市
民
か
ら
、

「
国
は
『
正
し
い
家
族
』
像
を
押
し

付
け
る
な
」「
公
務
員
に
軍
事
と
結

び
つ
い
た
役
割
を
担
わ
せ
る
な
」「
戦

争
は
人
間
の
尊
厳
を
奪
う
」「
戦
争

は
労
働
の
意
義
を
塗
り
変
え
る
」と
、

高
市
政
権
が
進
め
る
改
憲
路
線
や

戦
争
体
制
に
直
結
す
る
施
策
を
批

判
、
17
歳
の
高
校
生
は
「
政
治
家
の

皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
『
こ
ん
な

世
界
で
成
人
し
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
』
と
思
わ
せ
な
い
で
。
安
全
な
社

会
で
安
心
し
て
大
人
に
な
り
た
い
」

右翼が
　

集会妨
害

と
訴
え
ま
し
た
。 

　

も
う
一
つ
特
徴
的

だ
っ
た
の
は
、
自
治

労
と
と
も
に
集
会
参

加
を
見
合
わ
せ
し
て

い
る
、
日
教
組
系
の

職
場
組
織
が
「
分
会

旗
」
を
掲
げ
て
多
数

参
加
し
て
い
た
こ
と

で
し
た
。〈
と
〉

ペ
ン
ラ
イ
ト
と
手
作
り
プ
ラ
カ
ー
ド
で
訴
え
る

改
憲
反
対
！
戦
争
反
対
！
高
市
や
め
ろ
！

自
由
な
空
間
を
象
徴
す
る
発
言

右
翼
が
妨
害
、

警
察
は
野
放
し

７
月
〜
９
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定定

◆
東
京
清
掃
青
年
部
と
の
交
流
会

＊
日　
時　
７
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
00
分
～

＊
場　
所　
清
掃
会
館

＊
参
加
者　
幹
事
全
員（
傍
聴
不
可
）

●
第
１
回
幹
事
会

＊
開
催
日　
７
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分

＊
場　
所　
清
掃
会
館
（
傍
聴
可
）

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

＊
日　
時　
７
月
17
日
（
金
）

＊
場　
所　
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル

＊
集　
合　
13
時
30
分
２
階
Ｅ
Ｖ
前

＊
会　
費　
３
千
円（
貸
履
代
含
む
）

▼
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
憲
法
変
え
る
な
！

　

７
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動（
紹
介
）

＊
日　
時　
７
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
15
時
30
分
～

＊
場　
所　
国
会
議
事
堂
正
門
前

◆
東
京
清
掃
人
権
啓
発
学
習
会

人
権
交
流
会
第
28
回
定
期
総
会

＊
日　
時　
７
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
17
時
45
分
～

＊
場　
所　
清
掃
会
館

▼
戦
争
犠
牲
者
追
悼
・
平
和
を
誓

平
和
を
誓
う
集
会

＊
日　
時　
８
月
15
日
（
土
）　　

　
　
　
　
　
11
時
45
分
～

＊
場　
所　
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

戦
没
者
墓
苑

▼
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
憲
法
変
え
る
な
！

　

８
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動（
紹
介
）

＊
日　
時　
８
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～

＊
場　
所　
国
会
議
事
堂
正
門
前

■
地
公
三
単
産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会

＊
日　
時　
９
月
14
日
（
月
）　　

＊
場　
所　
日
本
教
育
会
館

■
全
国
高
齢
者
集
会

＊
日　
時　
９
月
15
日
（
火
）　　

＊
場　
所　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

▼
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
憲
法
変
え
る
な
！

　

９
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動（
紹
介
）

＊
日　
時　
９
月
19
日
（
土
）

＊
場　
所　
国
会
議
事
堂
正
門
前

▼
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会

＊
日　
時　
９
月
23
日
（
水
・
休
）

＊
場　

所　

代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

◆
都
庁
退
連
合
・
親
睦
交
流
会

＊
日　
時　
９
月
28
日
（
月
）

　
８
時
30
分　
都
庁
前
出
発
予
定

＊
行
き
先　
海
老
名
市
温
故
館

　
相
模
国
分
寺
城
跡

　
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
大
山
豆
腐
料
理
店
（
昼
食
）

　
七
沢
温
泉
日
帰
り
入
浴

＊
参
加
費　
５
千
円
（
半
額
助
成
）

＊
申
込
み　
８
月
20
日
頃
ま
で
に
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熱中症に注意！

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、『
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
』、『
移
住
連
』、『
中

小
ネ
ッ
ト
』
を
中
心
に
在
日
外
国
人

支
援
団
体
な
ど
が
、
２
月
か
ら
『
ヘ

イ
ト
に
Ｎ
Ｏ
！
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
各
地
で
行
い
、
そ
の
集
約
的

行
動
と
し
て
６
月
21
日
、
国
会
正
門

前
ア
ク
シ
ョ
ン
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
、
在
留
外
国
人
は
「
移

住
者
は
犯
罪
者
じ
ゃ
な
い
。
ま
じ
め

に
働
き
家
族
を
支
え
る
こ
と
は
犯
罪

じ
ゃ
な
い
」
な
ど
と
訴
え
、
支
援
団

体
か
ら
は
、「
選
挙
の
た
び
に
排
外

主
義
的
候
補
者
が
演
説
し
、
駅
利
用

を
怖
が
る
子
ど
も
が
い
る
。
同
じ
地

域
の
住
民
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
」

（
蕨
市
）、「
ヘ
イ
ト
や
差
別
の
な
い

社
会
に
な
っ
て
こ
そ
初
め
て
、
す
べ

て
の
人
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
ら
れ

る
」（
川
崎
市
）、「
外
国
人
の
困
窮

化
は
深
刻
な
状
況
だ
」、「
日
本
社
会

の
急
激
な
変
化
に
多
く
の
外
国
籍
の

人
は
不
安
を
覚
え
て
い
る
。
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
は
社
会
を
分
断
し
、
破
壊

す
る
」
な
ど
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
も
協
力
し
た
『
署
名
』

は
14
万
筆
を
超
え
ま
し
た
。

　
『
移
住
連
』
鳥
井
一
平
共
同
代
表

は
、
集
約
発
言
で
、「
来
春
の
統
一

地
方
選
に
向
け
て
、
選
挙
の
名
を
借

り
た
デ
マ
、
ヘ
イ
ト
を
許
さ
な
い
」

と
、こ
の
集
会
を
新
た
な
起
点
に「
ヘ

イ
ト
に
Ｎ
Ｏ
！
」
の
活
動
を
継
続
し

て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。〈
と
〉

　

昨
年
の
参
院
選
あ
た
り
か
ら
、
外

国
人
排
斥
の
排
外
的
差
別
言
動
が

ともに声を上げようともに声を上げよう

ヘイトにNO！ヘイトにNO！
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

高
市
政
権
は

永
住
資
格
や
帰

化
を
厳
格
化
、

在
留
資
格
経

営
基
準
を
資
本

金
５
百
万
円
か

ら
３
千
万
円
へ

と
引
上
げ
た
上

に
、
在
留
資
格

手
続
手
数
料
も

大
幅
に
引
上
げ

よ
う
と
し
て
い

ま
す
。ま
さ
に
、

政
策
で
差
別
を

あ
お
る
官
製
ヘ

イ
ト
で
す
。

高
市
排
外
主
義
政
権

高
市
排
外
主
義
政
権

ヘ
イ
ト
に
抗
す
る
運
動
展
開

ヘ
イ
ト
に
抗
す
る
運
動
展
開

ヘ
イ
ト
を
許
さ
な
い
取
組
み
継
続

ヘ
イ
ト
を
許
さ
な
い
取
組
み
継
続


